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北琉球鳥島方言の代名詞
ハイス・ファン・デル・ルベ1
はじめに
　本稿では、北琉球鳥島方言の代名詞の体系を記述する。
１．対象言語
　鳥島方言は、北琉球諸語に属する言語である。鳥島は、久米島町に属する集落であるが、
その人々が1903年に硫黄鳥島から移住した人々の子孫である。硫黄鳥島は、徳之島の西約
65キロ東シナ海に位置する。硫黄鳥島の孤立によって北琉球諸語の中で独自の言語変種が
できた。鳥島方言の先行研究としては、野原三義（1980）、内間直人（1980）、中本正智（1980）、
津波古敏子（2009）、かりまたしげひさ（2013）がある。
２．鳥島方言の現況
　久米島は、沖縄語に属する言語が日常生活の中で用いられている環境であるため、硫黄
鳥島の人々が久米島に移住し、周辺に暮らしている久米島の人々と意思の疎通を図るため
に沖縄語も自然に習得するようになった。 そのため、 鳥島の人々のうち、 沖縄語
（utʃinaːgutʃi）、鳥島方言（ʃimagutʃi）、日本語（jamatugutʃi）という３つの言語を使い分
けて生活している、いわゆるトライリンガル（３言語併用者）が多いようである。
　ことなる言語の使用者が社会で接触するばあい、お互いの言語を習得したりすると、そ
れぞれの言語がお互いに影響をおよぼすようになり、このような言語接触によって、社会
的に権威が高い言語が権威の低い言語におよぼす影響のほうが強いようである。久米島に
は、鳥島方言話者がマイノリティーであるため、‘言語の権威の順’では、鳥島方言が沖縄語
久米島諸方言と日本語に劣っているようである。そのため、語彙の借用や文法などがだい
たい沖縄語と日本語から鳥島方言へ向かって行われており、鳥島方言たらしめる特徴がだ
んだん薄くなりつつあるようである。著者の観察に基づいて鳥島方言と沖縄語と日本語と
の言語接触のばあいは、鳥島方言に沖縄語からの影響が特に強く、80代後半の話者は、ま
だ鳥島方言らしき言語を話すが、それより若い話者は、沖縄語に強く影響された鳥島方言
を話す。沖縄語の語彙の借用は、80代後半の話者でも見られるが、文法的な要素の借用は、
70歳以下の鳥島の人々は、ほとんど沖縄語と日本語しか話さないようである。
1　Gijs	van	der	Lubbe
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１）Ⅰ．ɸudʒeː=ga	 nibutujeː	 waːsa	 maː=Nkeː=jatiN	 Ndʒi	Nma=iː
Ⅱ．taNmeː=ga	 niNtujeː	 waːsa	 maː=Nkeː=jatiN	 Ndʒi	Nma=iː
Ⅲ．taNmeː=ga	 niNtoːkutu	 waːsa	 maː-gara=Nkeː	 Ndʒi	Nma=iː
　　祖父が	 眠っているから	 私達	 どこかに	 行ってみよう。
　Ⅰは、純粋に近い鳥島方言である。語彙的にも文法的にも鳥島方言である。Ⅱには、沖
縄語の語彙的な影響をうけた鳥島方言である。鳥島方言ɸudʒeː「祖父」よりは、沖縄語
「taNmeː」が用いられており、鳥島方言nibujuN「眠る」より沖縄語niNdʒuNが用いられて
いるが、テオリ相当形式の-tuN形をとっており、理由・原因をあらわす鳥島方言の接辞-jeː
がついている。Ⅲは、沖縄語の語彙的な影響と文法的な影響の強い鳥島方言である。沖縄
語の語彙であるniNdʒuN「眠る」が沖縄語のテオリ相当形式の-toːN形をとっており、理由・
原因をあらわす接辞も鳥島方言の-jeːより沖縄語の-kutuである。具体的にはっきりと分か
らない、決まっていない、または、言う必要のない物事をあらわす不定語（疑問詞＋「か」
構造に相当する語）は、鳥島方言では、疑問詞（＋格助詞）＋コピュラのテモ相当形式
jatiNであらわされるが、沖縄語久米島諸方言で用いられる疑問詞＋garaが用いられている。
　鳥島方言が話せるさまざまな世代の中では、文法とそのほかの語彙と比べて代名詞の使
用が安定しており、今でも比較的に調査しやすい。
３．調査方法
　本稿で対象とする資料は、2015年12月から2016年７月にかけて、聞き取り調査に鳥島方
言の母語話者である1920年生まれのSM氏（女性）、1921年生まれのIY氏（女性）、1929年
生まれのIK（男性）、1930年生まれのNK（男性）、1953年生まれのKO氏（男性）から得ら
れたものである。
４．代名詞
　代名詞は、日本語記述文法研究会（2010：105）の定義では、「物事を、文脈や場面に基
づいて指示する名詞」である。代名詞という範
はん
疇
ちゅう
には、人称代名詞（再帰代名詞（反照代
名詞）・相互代名詞も含める）、指示代名詞、疑問代名詞が入っている。人を指すばあいは、
単数と複数が対立されるが、北琉球諸語のうち、双数形がある言語が多い（下地2013）。
鳥島方言の人称代名詞は、形式の格による多様性がきわめて多いため、名詞述語文におい
て述語になる形式を本稿で原形とすることにする。
　北琉球諸語の代名詞については、内間（1984：162-164）、徳永（2013）などで概説され
ているが、鳥島方言の代名詞についての概説は、ない。
　鳥島方言が北琉球語群のほかの変種と共通しているのは、三人称が指示代名詞か指示連
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体詞＋hitʃu「人」であらわされることである。表１で示すように指示詞が人称代名詞とし
て用いられる場合だけ複数をあらわすtaːがつくことがある。
　双数をあらわす一人称waːtteːと二人称uːtteːが存在していることが特徴的であるが、奄美
群島で使われる北琉球諸語と共通している（下地2013）。三人称双数形naːtteːが北琉球語群
のなかで沖永良部語と与論語（菊　千代；高橋俊三2005）と奄美語湯湾方言（Niinaga	
2014）でも見られる。
　もう一つの特徴的な点は、敬意度の高い二人称代名詞が北琉球諸語であまねく見られる
naː系であることである。
表１　鳥島方言の人称をあらわす代名詞。
単数 双数 複数
一人称 aN watteː waN/waːsa
二人称 （非敬称） ʔweː/uwaː ʔutteː uː/uːsa
（敬称） naː nittaː
三人称 近称 ɸui ɸuttaː
近・中称 ui uttaː
遠称 ai attaː
三人称 （naː） naːtteː naːsa/（naNtaː）
５．一人称
　一人称単数形は、aN「わたし」である。古典日本語に存在するア、アレと系統的につな
がっているようであり、一人称代名詞語根a-にNという要素がついた形である。表２のとお
りである。a-系の一人称複数形としての使用は、沖縄北部で確認されている（名護市史編
さん委員会遍2006）。しかし、単数形としての使用は、南琉球では、方々で用いられるの
に対し、北琉球では、鳥島方言以外では、確認されていない。鳥島方言における一人称単
数形は、a-系しかなく、北琉球諸語で広く用いられるwa-系が存在しない点が特徴的である。
　aNは、つく助詞によって不規則な形を示す。主格助詞のgaがつくばあい、aNに拘束さ
れるが、aːという形式も主語としてあらわれる。トピック形と並列形には、abuという要素
が入っているようである。その語源は、a＋buかa+b-かは、不明である。特記すべき点と
しては、沖縄語久米島謝名堂方言で用いられる一人称包括複数形abitaːにもa＋bという要
素が入っていることがあるが、これらの形式が系統的につながっているかどうかは、不明
である。
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表２　一人称単数代名詞の語形と文法的機能
助詞 形式
主格 ga aNga
属格 − aː
無助詞主語形 − aː
与格（相手） Nkeː/keː aNkeː
共格 tu aNtu
対格 − aN
トピック ja abo（ːabu+ja）
並列 N abuniN/aminiN
フォーカス ru aNru
極限１ daki aNdaki
極限２ geːtu aNgeːtu
数詞複合（私一人） aNtʃi
　表２で示しているように、原形のaNがさまざまの助詞がつきうる語幹として機能する。
助詞のga（主格）、ni（与格）、keː（与格）、tu（共格）、ru（フォーカス）、ga（フォーカス）、
daki（極限）、geːtu（極限）などがみなaNにつく。
２）aN=ga	 ʔweː=ga	 hama	 muttʃuN=joː
私が	 あなたの	 釜を	 持っているよ。
３）ʔweː=tu	 aN=tu	 tʃoːreː=neː-ʃi=ru	 u-ssa
あなたと	 私と	 兄弟のように	 いるよ。
４）ai=ga	 aN	 ʃikaNʃiga,	 aN=geːtu	 juri
かれが	 私を	 好かないが	 私まで	 呼んだ。
５）aN=ni	 koːsuN=tʃi	 tsukuti	reːN=na?
私に	 食べさせるために	 作ったのか？
　aNに助詞gaがついた形は、主に主語をあらわすのに用いられるが、属格になるばあいも
ある。単数の一人称が属格になるばあいは、aNgaより後述するaːのほうが多くあらわれる。
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６）aNga	 ruʃiNtʃaː=ruwa
私の	 友達だよ。
　単数の一人称が目的語になるばあいも、aNが用いられる。
７）aN	 taʃikiNba!
私を	 助けろ！
　名詞述語文の述語になる単数の一人称にもaNという形式が用いられる。
８）A：	tai	 ja-jeː?
	 誰	 なのか？
B：	 aN	 reːʃiga…
	 私	 だけど…
　数量名詞tʃiː「一人」がaNと融合し、aNtʃiː「私一人」になる。
９）aN-tʃiː=ʃeːni	 suN=joː
私１人で	 するよ
　表２でしめしているように、a-には、接辞がつきうる語根のような機能がある。属格を
あらわすばあいは、a-が単独で用いられ、多くの琉球諸語に働く最小２モーラ制約でaːと
いうように長音化している属格形式が用いられる。
10） ujeː	 aː	 hama=ruwa
それは	 私の	 鎌だよ
　aːという形式は、主格助詞がついていない主語としても用いられる。そのようなばあいは、
対格になるaNの使用が非文になる。次の用例では、AがＢに自分の釜がどこなのかを問う
たところ、Bがaː	muttʃuN=joː「私が持っているよ」と返答しているが、このような文脈
では、aNga	muttʃuN=joːという主格助詞gaが含まれている形式aNgaの使用も許されるが、
aN	muttʃuN=joːというと、aNが目的語になるという解釈のみが可能である。
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11） A：	aː	 hama	 maː=ja?
	 私の	 釜、	 どこ？
B：	 aː	 muttʃuN=joː
	 私ガ	 持っているよ。
12） tʃinuː	 ʔweː=ga	 hajeːtajeː,	 ɸuː=ja	 aː	 hajeːjuN=ruwa
昨日	 あなたが	 払ったから、	 今日は	 私が	 払うよ。
　鳥島方言の特徴的な点としては、人称代名詞に-gaʃiをつけ、その人の所有するものごと
という意味合いになる。-gaʃiの語源は、属格助詞gaに-ʃiがついた形であると思われるが2、
aN「私」のばあいは、助詞がついた形は、aNgaであるのに対し、-gaʃiがaːにつく。
13） ɸeː	 ʔweː-gaʃi	 reːN=na?	 aː-gaʃi	 reːN=na?
これは、	 あなたの	 なのか？	 私の	 なのか？
　-gaʃiの-ʃiという要素は、動詞・第１形容詞・コピュラの準名詞形との類推で属格助詞に
ついたと思われる。
　ʔweːga	haNmeː「あなたの飯」　→　ʔweːga　+	 ʃi　→　ʔweːgaʃi「あなたの」
　ʔweːga	iju-ʃi「あなたが言うの・言うこと」→　iju-ʃi　⤴
　上にも述べたように、aNのトピック形式aboː「私は」と並列形式abuniN「私も」は、一
人称代名詞語根abu＋助詞というようにできたと思われる。短音のuで終わる語は、トピッ
クをあらわすとりたて助詞ja「は」との融合がおこり、oːという調音になる。このような
トピック助詞との融合は、沖縄語中南部方言でも見られる（例：沖縄語久米島謝名堂方言
wanu「私」＋ja「は」→wanoː）。
14） aboː	 hau=Nkeː	 ittsuN=tʃi	 reːʃiga,
私は、	 畑に	 行くつもり	 だけど、
2　	「あの人のもの」は、anu	hitsu=nu-gaʃiになり、nuとgaの２つの属格助詞の重なりになっているようで
あるが、これは、通時的な展開のなかでaː-gaʃi「私のもの」のような助詞のない属格形式+-gaʃiからで
きた形式との類推でhitsu=nu「人の」のような助詞がある属格形式にも-gaʃiがつくようになったと思
われる。
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ʔweː=ja	 maː=Nkeː	 ittsuN=no?
あなたは、	 どこへ	 行くか？
15） aboː	 daidʒitu-jeː	 ʔweː	 hakiba
私は、	 疲れているから、	 あなたガ	 書け。
　鳥島方言においてとりたて助詞aが文法的な機能を２つ持っている。Miyara（2011：88-
89）によると、沖縄語においては、トピックも否定作用域も同じ助詞jaによってマークさ
れるが、基底のレベルでは、区別すべきであるとのことである。鳥島方言では、主語の位
置にaNがトピック・マーキングを受けるばあいは、aboːになるが、否定作用域に入ってい
るばあいは、マーキングを受けず、aNという形が用いられる。次の用例で示しているよう
に、ʃimaNtsu「島の人」がコピュラの否定形ajaN/ajamuNによる名詞述語文の否定述語に
なるばあい、とりたて助詞jaによるトピック・マーキングを受け、融合してʃimaNtʃoːにな
るのに対し、同じ位置にあらわれるaNには、トピック・マーキングをうけた形aboːになら
ず、aNとしてあらわれる。そのため、aboːという形式の使用に主語の位置にしか用いられ
ない制約があることが分かる。
16） ʃimaNtʃoː	 ajamuN=ruwa
島の人（＝鳥島の人）	 じゃないよ。
17） 古い写真に写っている人の姿を見て
ɸeː	 aN	 ajamuN=ruwa
これは、	 私	 じゃないよ。
　並列形式abuniNは、並列助詞Nがただabu-についた結果でなく、語源は、abu＋与格助
詞ni＋Nにあるようである。並列形式にniが入っているのは、首里方言をはじめ沖縄語に属
するさまざまな方言でも見られる現象である。
18） abuniN	 ittsuN=ruwa
私も	 行くよ。
　次の用例で示しているように、abuniNは、aboːとことなり、主語以外でも用いられる。
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19） anu	 hitʃoː	 aiN	 abuniN	 tashikiti	 tuwatʃi
あの	 人は、	 彼も	 私も	 助けて	 くれた。
　一人称が２人であるばあい、一人称双数形watteːが用いられる。watteːは、aNとことなり、
古典日本語のア、アレでなく、ワレと系統が同じである。通時的には、一人称代名詞語根
wa-に双数をあらわす接辞-tteːがついた形であると考えられる。接辞-tteːは、人の数をあら
わす数量名詞tai「２人」と同源であろうか。
表３　一人称双数代名詞の語形と文法的機能
助詞
主格 ga watteːga
属格 ga watteːga
与格（相手） Nkeː watteːNkeː
共格 tu watteːtu
対格 − watteː
トピック ja watteːja
フォーカス ru watteːru
フォーカス（疑い） ga watteːga
極限１ daki watteːdaki
極限２ geːtu watteːgeːtu
　watteːには、助詞と融合しないし、文法的に専用的な形式をとらえない。上の図で示し
ているように、主格も属格もgaがついた形で表現する。
20） watteː=ga	 su-N=joː
私たち２人が	 するよ。
21） ujeː	 watteː=ga	 haNmeː=ruwa
それは	 私たち２人の	 ご飯だよ。
　一人称複数形には、waNとwaːsaがある。waNは、一人称代名詞語根wa-にNという要素
がついた形であり、waːsa「私たち」は、wa-に複数をあらわす接辞-saがついた形である。
-saという複数をあらわす接辞は、名護市史編さん委員会（2006：417）によると、沖縄国
頭村奥で用いられる複数接辞-saːは、-kjaːが口蓋化し、-tʃaːになり、それが弱化し、-saːになっ
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たとのことである。鳥島方言の複数接辞-saは、奥方言と同じような-kjaːから変化してきた
形であると思われる。ヒト名詞と有性名詞につく接辞-Ntʃaːにも-tʃaːという要素が入ってい
るが、-Ntʃaːは、-Nsa＊になっていないのは、Nが-tʃaːの前にあるためだろう。waːsa「私
たち」、uːsa「あなたたち」、naːsa「彼ら・彼女ら」のばあいは、複数接辞が回りの母音の
影響で弱化したと考えられる。
　-saが入っていない形式でもwaNが複数の意味になるところが特徴的である。一人称単数
形aNは、a-という一人称代名詞語根が入っているが、複数形には、a-系が存在せず、wa-系
の形しかないというところも特徴的である。
表４　一人称複数代名詞の文法的機能
助詞 waːsa waN
主格 ga waːsaga waNga
無助詞主語形 − waːsa waː
属格 − （waːsaga） waː
与格（相手） Nkeː/keː waːsaNkeː waNkeː
共格 tu waːsatu waNtu
対格 − waːsa waN
トピック ja waːsaː −
並列 N waːsaN −
フォーカス ru waːsaru waNru
極限２ geːtu waːsageːtu waNgeːtu
数詞複合形（私たち３人） waː-mitʃeː
　waNは、単数の一人称代名詞aNと似た活用を示している。無助詞主語形と属格形式は、
-Nという要素を含まず、同音形式でwaːである。
22） waː	 ujaNtʃoːreː=ruwa
私たちの	 叔父だよ。
23） waː	 jaː=Nkeː	 ʔwaiNba
私たちの	 家に	 いらっしゃい。
24） waː	 suN-kina	 ʔweː	 saNtiN	 ʃimuN
私たちガ	 やるから、	 あなたが	 やらなくても	 いい。
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　waNは、対格形式にもなり、名詞述語文の述語にもなる。
25） uwaː	 nuː	 suN=tʃi	 waN	 juraN=no?
お前、	 何を	 するために	 私たちを	 呼んだのか？
waN	 taʃikiti	 tuwatʃi	 niheː	reːtaN=roː
私たちを	 助けて	 くれて	 ありがとうございました。
26） waN	 reːtaN=ruwa
私たち	 だったよ。
　waNは、助詞がつきうる語幹としても機能する。
27） ʔweː,	 waN=tu	 madʒuN	 ittsuN=no?
あなた、	 私たちと	 一緒に	 行くか？
28） ajeː	 waN=keː	 aNʃi	 ijaNnibukoː	naːN-ganeː	suN=ruwa
彼は、	 私たちに	 そう	 言われたくないみたいだよ。
29） waN=ga	 suN-kina	 uwaː	 ʃiNna
私たちが	 するから、	 お前が	 するな。
30） ʃittʃaː=ja	 uː	 jubaNtaː.	 waN=ru	 jurai
お父さんは、	 あなたたちを	 呼ばなかった。	 私たちを	 呼んだんだ。
　waNは、waːという形で数詞と組みあわさって２人以上であることを強調するばあいに
用いられる。
31） naːtteː=ja	 atʃaː	 naːha=Nkeː	 ittsuʃiga,
彼ら２人は、	 明日	 那覇へ	 行くけど、
waː-jutai=ja	 <kiNjoːbi>=Ntaːna	 ʃima=naː	 wuN=ruwa
私たち４人は、	 金曜日まで	 島に	 いるよ。
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　waːsaは、waNと意味的な違いがないようであるが、助詞との組み合わせには、ことな
る点がいくつかある。waːsaという形では、主語にもなり、対格にもなり、名詞述語文の
述語にもなる。
32） waːsa	 madʒuN	 numa=jaː
私たち、	 一緒に	 飲もうね。
33） waːsa	 ijuʃeː	 attaː	 waːjamuN=duwa
私たちが	 言うことは、	 彼ら、	 分からないよ。
34） waːsa	 taʃikiti	 tuwatʃi	 niheː	reːtaN=roː
私たちを	 助けて	 くれて	 ありがとうございました。
35） waːsa	 suːtiːtʃi=nu	 nai=geːtu	 kweːjutaN=ruwa
私たち、	 蘇鉄の	 実まで	 食べていたよ。
36） ʃittʃaː,	 waːsa	 juraN=joː
お父さん、	 私たちを	 呼んだよ。
　waNとことなり、waːsaには、とりたて助詞aとの融合形がある。
37） waːsaː,	 ʃimagutʃi	 tʃikeːjuʃiga,	 naːsaː	 tʃikoːmuN=ruwa
私たちは、	 鳥島言葉を	 使うけど、	 彼らは、	 使わないよ。
　ほかの助詞は、語形が変化せずにwaːsaにつく。
38） ajeː	 waːsa=Nkeː	 aNʃi	 ijaNnibukoː	naːN-ganeː	suN=ruwa
彼は、	 私たちに	 そう	 言われたくないみたいだよ。
39） waːsa=tu	 madʒuN	 ittsuN=no?
私たちと	 一緒に	 行くか？
　属格のばあいは、waːsaが用いられず、上に述べたwaNの属格形式waːのみが用いられる。
　waNとwaːsaは、用法の相違点がないようである。鳥島方言のwaːsaに相当する喜界語小
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野津方言のwaːkja（白田2014）は、聞き手を含む包括形としてしか用いられないが、次の
用例で示しているように、鳥島方言のwaːsaには、そのような特定した用法がない。
40） 聞き手を含まない「私たち」
a.	 ʃittʃaː=ja	 uː	 jubaNtaː.	 waN=ru	 jurai
b.	ʃittʃaː=ja	 uː	 jubaNtaː.	 waːsa=ru	 jurai
	 お父さんは、	 あなたたちを	 呼ばなかった。	 私たちを	 呼んだんだ。
41） 聞き手を含む「私たち」
a.	waːsa,	 madʒuN	 numa=jaː
b.	waː,	 madʒuN	 numa=jaː
	 私たち、	 一緒に	 飲もうね。
６．二人称
　二人称で同輩や目下をあらわすには、二人称代名詞ʔweːとʔwaː/uwaːが用いられる3。
ʔwaː/uwaːは、ʔweːよりやや蔑んでいる言い方である。ʔwaː/uwaːの語源に関しては、名護
市史編さん委員会（2006：417）では、沖縄語北部諸方言の二人称代名詞の古語推定形と
して「オレ」があげられており、それが狭母音化して「ウリ」になり、それに卑称の語尾
「アー」がつき、沖縄北部であまねく見られる「ウラー」ができたとのことである。鳥島
方言では、「ウラー」がrの弱化でuwaːになったと思われる。ʔwaːは、uwaːのuが声門閉鎖
音にリデュースされた形である。
uraː　→　uwaː　→　ʔwaː
　現在、uwaːとʔwaːは、両方用いられているため、変化の途中であると言ってよかろう。
　ʔweːは、ore系にさかのぼると思われるが、どのような変化をとらえてきたかは、明ら
かではない。ʔweːは、与論島で用いられる二人称の敬称のureːと同源であると考えられるが、
鳥島方言におけるʔweːは、ʔwaː/uwaːほどの卑称でなくても、決して敬称ではない。
3　 野原（1980：117）には、ʔwai=ga=ru「お前がぞ」という二人称形式も出ているが、ʔwaː=ga=ruの誤
りである可能性が高いため、本稿では、対象としないことにする。
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表５　二人称非敬称単数形の文法的機能
助詞 ʔweː系 ʔwaː/uwaː系
主格 ga ʔweːga/uːga uga/ʔwaːga
− ʔweː ʔwaː/uwaː
属格 ga/− ʔweːga ʔwaː
与格（相手） Nkeː/keː ʔweːNkeː/ʔweːkeː ʔwaːNkeː
共格 tu ʔweːtu ？
対格 − ʔweː ？
トピック ja ʔweːja ？
並列 N ʔweːniN ？
フォーカス ru ʔweːru ？
極限１ daki ʔweːdaki ？
極限２ geːtu ʔweːgeːtu ？
数詞複合形（あなた一人） ʔweːNtʃiː
　ʔweːは、助詞がつかない形では、主語としても目的語としても用いられ、名詞述語文の
述語としても用いられる。
42） ʔweː	 itʃimaNui	suN=joː
あなたを	 糸満売りするよ。
43） waː	 suN-kina	 ʔweː	 saNtiN	 ʃimuN
私たちガ	 するから、	 あなたハ、	 しなくても	 いい。
44） namasatʃi	 ʔweː	 reːtaN=naː?
先ほど	 あなた	 だったのか？
　ʔweːに主格と属格をあらわす助詞gaつくことに関して野原（1980：109）は、「gaについ
てʔweːgaとはならない」と述べている。野原が1979年に1921年生まれと1915年生まれの２
人のインフォーマントに得られたデータであるとのことであるが、著者が2016年に1920年
生まれのSM氏（女性）と1921年生まれのIY氏（女性）に得られたデータに次の用例がある。
45） ʔweː=ga	 hamaː	 dʒui=ja?
あなたの	 釜は、	 どれか？
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46） tʃinuː	 ʔweː=ga	 hajeːtajeː,	 ɸuː=ja	 aː	 hajeːjuN=ruwa
昨日、	 あなたが	 払ったから	 今日は	 私ガ	 払うよ。
　ʔweːgaが主語になる用例は、久米島町字鳥島周辺で話されている沖縄語諸方言で用いら
れるjaːgaやjaruːga「あなたが」という形式の影響でできた言い方である可能性があるが、
ʔweːgaが属格になる用例のばあいは、沖縄語久米島諸方言に相当する言い方が存在しない
ため、沖縄語の影響ではないと思われる。純粋な鳥島方言であるか最近のイノベーション
であるかは、不明である。
　ʔweːは、語形変化をとらずにあらゆる助詞がつく。
47） ʔweː=tu	 aN=tu	 tʃoːreː=neː-ʃi=ru	 u-ssa
あなたと	 私は	 兄弟のように	 いる。
48） ɸunu	 kwaːʃeː	 ʔweː=Nkeː	 koːsuN
この	 お菓子は、	 あなたに	 食べさせる。
49） ʔweː=Nkeː=ja	 aNʃi	 ijaNnibukoː	naːmuN=duwa
あなたには、	 そう	 言われたくないよ。
50） aboː	 daidʒitu-jeː	 ʔuwaː	 hakiba
私は、	 疲れているから、	 あなたガ	 書け。
51） uwaː	 nuː	suN=tʃi	 waN	 juraN=noː?
あなた、	 何をするために、	 私を	 呼んだか？
52） ʔweː	 itʃimaNui	suN=joː
あなたを	 糸満売りするよ。
53） ʔweː=geːtu	 wuruti	reːN=na?
あなたまで	 踊ったのか？
54） ʔweː=keː	 ijuN=tʃi	 reːtaʃiga,	 waʃiːti	reːtaN=raː
あなたに	 言うつもり	 だったけど、	 忘れたのだよ。
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　二人称の並列形式のʔweːniN「あなたも」は、一人称のabuniN「私も」と同様、人称代
名詞語根+助詞niに並列助詞Nがつき、niNという要素が人称代名詞についた形であるため、
共時的には、niNを一人称・二人称代名詞専用並列助詞として認めてよいと思われる。
55） ʔweːniN	 wuruti	reːN=na?
あなたも	 踊ったのか？
56） ʔweːniN	 ittsuN=na?	 abuniN	 itsuʃiga…
あなたも	 行くか？	 私も	 行くけど…
　uwaː/ʔwaːは、上にも述べたように、ʔweːより蔑んでるような言い方ではあるが、かな
らずしも悪気で用いるわけではないようである。
　次の用例で示しているように、ʔwaːには、主格助詞gaがつきうるが、助詞のない形でも
主語に位置にあらわれる。助詞のある形と助詞のない形の用法の相違点は、未確認である。
57） waN=ga	 suN-kina	 uwaː	 ɸuːNtiN	 ʃimuN=joː
私たちが	 やるから、	 お前、	 来なくても	 いいよ。
58） uwaː	 nuːwa	 waN	 juraN=no?
お前、	 なぜ	 私たちを	 呼んだのか？
59） ʔwaː=ga	 itʃuʃi	 atatuN=ruwa
お前が	 言っていること、	 合っているよ。
　uwaː/ʔwaːは、属格形式にもなる。
60） aNʃi	 ʃiN	 saNtiN	 ʔwaː	 katti=joː
そう	 しても	 しなくても、	 お前の	 勝手だよ。
　次の用例では、与格助詞Nkeːと共格助詞tuがuwaː	ʔwaːについている。調査では、uwaː/
ʔwaːが出にくかったため、そのほかの形式は、未確認である。
61） ʔwaː=Nkeː	 kuijuN=tʃi	 reːtaʃiga…
お前に	 やるつもり	 だったけど…
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62） uwaː=tu	 madʒuN	 itʃibusasaː
お前と	 一緒に	 行きたいわ。
　二人称双数代名詞は、utteːである。utteːは、二人称代名詞語根u-に双数形接辞-tteːがつ
いた形である。
表６　二人称双数代名詞の語形と文法的機能
助詞
主格 ga utteːga
属格 ga utteːga
与格（相手） Nkeː/keː utteːNkeː
共格 tu utteːtu
対格 − utteː
トピック ja utteːja
並列 N utteːN
フォーカス ru utteːru
極限 geːtu utteːgeːtu
　utteː「あなたたち二人」には、語形変化せずにあらゆる助詞がつく。
63） utteː=ja	 nuː	 ʃeːtsuN=naː?
あなたたち二人は、	 何を	 しているのか？
64） ɸeː	 utteː=ga	 haNmeː	=ruwa
これは、	 あなたたち二人の	 ご飯だよ。
　複数の目下に対して用いる二人称代名詞は、uːとuːsaである。uːは、二人称代名詞語根u-
が最小２モーラ制約で調音化した形であり、複数をあらわすマーキングがなくても複数し
かあらわせないという点が特徴的である。uːsaは、調音化した二人称代名詞語根u-に複数
接辞-saがついた形である。
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表７　二人称複数代名詞の文法的機能
助詞 uː uːsa
主格 ga uːga uːsaga
属格 − uː −
与格（相手） Nkeː/keː uːNkeː uːsaNkeː
共格 tu uːtu uːsatu
対格 − uː uːsa
トピック ja uːwa uːsaː
フォーカス ru uːru uːsaru
極限 geːtu
数詞複合形（あなたたち４人） uː-jutai
　uːとuːsaという形では、主語にもなり、対格にもなり、名詞述語文の述語にもなる。
65） uː,	 nuː	 ʃeːtsuN=no?
あなたたち、	 何を	 しているのか？
66） uːsa,	 itʃi	 tʃuːN=tʃi	 reːN=no?
あなたたち、	 いつ	 来るつもり	 なのか？
67） ɸuneː	 waN=ga	 suʃiga,	 tʃigeː	 uː	 ʃiri
今度、	 私たちが	 やるけど、	 次は、	 あなたたち、	 やれ。
68） ʃittʃaː=ja	 uː	 jubaNtaː.	 waN=ru	 jurai
お父さんは、	 あなたたちを	 呼ばなかった。	 私たちを	 呼んだんだ。
69） aboː	 uːsa	 jura-ʃiga=jaː
私は、	 あなたたちを	 呼んだけどね。
70） irabataʃeː	 uː=ruwa
選ばれたのは、	 あなたたちだよ。
71） noːtaʃeː	 uːsa=ruwa
叱られたのは、	 あなたたちだよ。
−	42	−
　属格のばあいは、uːのみが用いられる。
72） uː	 <doːgu>	 reːN=na?
あなたたちの	 道具	 なのか？
73） uː	 jaː=ja	 maː=ja?
あなたたちの	 家は、	 どこか？
　数詞複合形式もuːのみで作られる。
74） kaʃi	 ʃimijuN=tʃi=ru	 uː-jutai	 jurai
手伝いを	 させようと、	 あなたたち４人を	 呼んだんだ。
　とりたて助詞aがつくばあいは、uːは、uːwaになり、uːsaは、uːsaːになる。
75） uːwa	 wakoː	naːNtamuN=ruwa.	 naːsa=ga=ru	 wassutai.
あなたたちは、	 悪くなかったよ。	 彼らが	 悪かったんだ。
76） waːsaː	 naju-ʃiga,	 nuːwa	 uːsaː	 najaN=ʃeː?
私たちは、	 できるけど、	 なぜ	 あなたたちは	 できないのか？
　そのほかの助詞は、uːとuːsaにつきうる。
77） uːsa=ni	 ʃikutʃi	 ʃimija=jaː	=tʃi	 umuiN=ruwa
あなたたちに	 仕事を	 させようと	 思うよ。
78） uːsa=tu	 madʒuN	 itʃibusasaː
あなたたちと	 一緒に	 行きたいわ。
79） ɸui	 uː=Nkeː	 kuijuN
これを	 あなたたちに	 あげる。
　属格は、uːでしかあらわされないこと以外には、uːとuːsaには、用法の違いがないよう
である。話者の内省によると、属格以外の用例では、置き換えることができるとのことで
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ある。
　鳥島方言では、二人称敬称としてnaːが用いられる。na-系二人称は、与論と徳之島以外
に北琉球諸島であまねく見られる二人称敬称である。沖縄とその離島では、‘百姓敬語’とし
て知られており、士族が用いる二人称敬称uNdʒuと対立している。
表８　二人称敬称単数形naːの文法的機能
助詞
主格 ga naːga
属格 − naː
与格（相手） Nkeː/keː naːNkeː
共格 tu naːtu
対格 − naː
トピック ja naːja
並列 N naːN
フォーカス ru naːru
極限 geːtu naːgeːtu
数詞複合形（あなた様御１人様） naːtsutuː
　naːには、語形変化せずに助詞がつく。
80） naː=Nkaː	 agiNsoːNba
あなた様から	 召し上がれ。
81） waː	 suN-kina	 naː=ja	 saNtiN	 ʃimuN
私たちが	 やるから、	 あなた様は、	 しなくても	 いい。
82） naːN	 wuruiNsoːtʃi	reːN=na?
あなた様も	 お踊りになったのか？
83） ɸeː	 naː=Nkeː	 agijaʃi-jeː	 maʃi	jaN-ganeː	 agiNsoːriwa
これは	 あなた様に	 差し上げるから	 好きなように	 召し上がれ。
　naːは、助詞なしで属格形式になる。
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84） naː	 hamaː	 dʒui=ja?
あなた様の	 釜は、	 どれか？
　na-系二人称代名詞の複数形は、nittaːである。-taːは、三人称代名詞の複数形attaːなどに
も見られる複数接辞であるが、naːがなぜnattaːにならずにnittaːになるかに関しては、沖縄
語からの借用語であると思われる。沖縄語諸方言においては、鳥島方言のʔwaːと同根語で
ある二人称代名詞ʔjaːの複数形は、ittaːであり、名護市史編さん委員会（2006：419）によ
ると、naːの複数形がnittaːになったのは、ittaːとの類推であるとのことである。
表９　二人称敬称複数形nittaːの文法的機能
助詞
主格 ga nittaːga
属格 − nittaː
与格（相手） Nkeː/keː nittaːNkeː
共格 tu nittaːtu
対格 − natata
トピック ja nittaːja
並列 N nittaːN
フォーカス ru nittaːru
極限 geːtu nittaːgeːtu
数詞複合形（あなた様方御２人様） nittaː-tatuː
　nittaːは、語形変化せずにあらゆる助詞がつく。
85） nittaː=ja	 maː=Nkaː	 ʔwatʃaN=na?
あなた様方は	 どこから	 いらっしゃったのか？
86） nittaː=Nkeː	 agijasuN=joː
あなた様方に	 差し上げるよ。
　nittaːは、助詞なしでも属格形式にもなる。
87） nittaː	 jaː=ja	 maː=ja?
あなた様方の	 家は、	 どこか？
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　na-系二人称代名詞には、双数形がない。２人に対しては、複数形nittaːが用いられるが、
２人であることを強調するばあい、nitta:に「２人」に敬称数詞-tuːの「２名様」をあらわ
すtatuːがつき、nittaːtatuː「あなた様方２名様」が用いられる。同じく、３人であること
を強調すると、nittaːmituː「あなた様方３名様」になる。
88） nittaː-tatuː	 reːʃi=jaː
２名様	 なんだね。
７．三人称
　三人称をあらわすのにɸui（これ）、ui（それ・これ）、ai（あれ）という、ものや概念な
どを指示するばあいにも用いられる指示代名詞が使用される。
　日本語の「彼女」（女性）と「彼」（男性）のような、性を区別する三人称代名詞は、鳥
島方言には、ない。有情物をあらわすばあいのみɸui、ui、aiが複数形をとらえる。
表10　指示代名詞ai「あれ」、「彼・彼女」の文法的機能
助詞 ɸui ui ai
主格 ga ɸuga uga aga
属格 ga ɸuga uga aga
与格（相手） Nkeː/keː ɸuiNkeː uiNkeː aiNkeː
共格 tu ɸuitu uitu aitu
対格 − ɸui ui ai
トピック ja ɸuija uija aija
トピック融合形 ja ɸujeː/ɸeː ujeː/ʔweː ajeː
並列 N ɸuiN uiN aiN
フォーカス ru ɸuiru uiru airu
極限 geːtu ɸuigeːtu uigeːtu aigeːtu
　ɸui、ui、aiの統合的な役割による形式は、上の表のとおりである。
　語形が変化するのは、主格と属格をあらわすgaつくときと、トピックをあらわすとりた
て助詞aがつくときである。gaがつくばあいは、-iとうい要素が脱落し、ɸuga「これが」「彼
が・彼女が」、uga「それが」「彼が・彼女が」、aga「あれが」、「彼が・彼女が」になる。
89） a=ga	 aN	 ʃikaN	 hadʒi	 reːʃiga	 aN=geːtu	 juri
彼が	 私を	 好かない	 はず	 だけど、	 私まで	 読んだ。
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90） a=ga	 hamaː	 tʃikeːteː	najamuN=joː
彼の	 釜は、	 使ってはいけないよ。
　とりたて助詞aがつくばあいは、融合がおこるが、義務的ではない。次の用例では、融
合がおこらない。
91） ai=ja	 tai	jajeː?
彼は、	 誰か？
　次の用例では、融合がおこる。
92） ʔweː	 waːjuʃiga,	 nuːwa	 ajeː	 waːjaN-ʃeː?
あなた	 分かるけど、	 なぜ	 彼は	 分からないのか？
93） ajeː	 jana	hitʃu=ruwa
彼は、	 悪い人だよ。
　ほかの助詞がつくばあいは、語形変化は、おこらない。
94） ʔweː	 kweːtiN	 ʃimuʃiga,	 ai=neː	 koːsuna
あなたは	 食べても	 いいけど、	 かれには、	 食べさせるな。
95） ai=jakaN	 ʔweː=ga=ru	 maʃi=ruwa
彼より	 あなたが	 ましだよ。
　有情物をあらわすばあいのみɸui、ui、aiが複数形をとらえる。
ɸui	 +　taː>	 ɸuttaː
ui	 +　taː>	 uttaː
ai	 +　taː>	 attaː
　これらは、語形が変化せずに助詞がつく。
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96） attaː=ga	 nuːN	 saN-baʃeː	 waːsa=ga	 suN=joː
かれらが	 何も	 しないから、	 私たちが	 するよ。
　属格形は、単独の形にあらわされる。
97） attaː	 aNmaː	 dʒima=nu	 hitʃu	 reː
彼らの	 母、	 儀間の	 人	 だ。
　もう１つの三人称をあらわす代名詞の種類は、naː系である。この形式は、奄美群島で話
される諸言語で広く見られる。見た目では、沖縄を含める北琉球語群であまねく見られる
naː系の二人称敬称代名詞と似ているが、三人称をあらわすため、宮古語と八重山語で見ら
れるnara系の再帰代名詞と同源であると考えられる。Lawrence（2013：391）の報告によ
ると、八重山語鳩間方言において照応的に用いられる再帰代名詞ʔunaːは、三人称でしか使
用できないとのことで、このような面で鳥島方言のnaː系人称代名詞と似ている。naː系には、
単数形がない点は、特徴である。
表11　naː系三人称代名詞の文法的機能
助詞 双数natteː 複数naːsa
主格 ga naːtteːga naːsaga
属格 ga naːtteːga naːsaga
与格（相手） Nkeː naːtteːNkeː naːsaNkeː
共格 tu naːtteːtu naːsatu
対格 − naːtteː naːsa（naNtaː）
トピック ja naːtteːja naːsaː
並列 N naːtteːN naːsaN
フォーカス ru naːtteːru naːsaru
極限 geːtu naːtteːgeːtu naːsageːtu
　naː系の特徴的なのは、双数形naːtteːもとらえることである。上の図でしめされている形
式から見ると、naː系のさまざまな形式においてnaː-が語根として機能するようである。
naː-に双数接辞-tteːと複数接辞-saがつく。三人称複数代名詞のnaNtaːという形式も確認さ
れているが、話者のKO氏（男1953年生まれ）によると、これは、純粋な鳥島方言ではな
いとのことである。
　次の用例は、naːtteːとnaːsaの用例である。
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98） waːsaː,	 ʃimagutʃi	 tʃikeːjuʃiga,	 naːsaː	 tʃikoːmuN=ruwa
私たちは、	 鳥島言葉を	 使うけど、	 彼らは	 使わないよ。
99） uːwa	 wakoː	naːNtamuN=ruwa.
あなたたちは	 悪くなかったよ。
naːsa=ga=ru	 wassutai.
彼らが	 悪かったんだ。
100）naːtteː,	 ʃimaNtʃoː	 ajamuN=ruwa.
彼ら２人は、	 鳥島の人	 じゃないよ。
dʒima=Nkaː=ru	 tʃaN=ruwa
儀間から	 来たんだよ。
　ɸui、ui、ariとnaː系との使用の相違点については、未確認であるため、今後の課題とする。
話者の話によれば、ɸui、ui、ariとnaː系の形式は、目下の三人称のみに用い、目上には、
anu	hitsu「あの人」の方を用いるとのことである。
８．再帰代名詞
　再帰代名詞（反照代名詞）は、主語など、その文のなかで先にあらわれた要素と同一指
示であることを示す代名詞である。鳥島方言でruː「自分」が再帰代名詞である。もともと
ruːは、「体」という意味である。文法化して再帰代名詞にもなったが、次の用例で示すよ
うにまだ「体」という意味でも用いられる。
101）ruː=nu	 tʃuːsasaː
体が	 強いわ。
　次の用例は、ruːの再帰代名詞としての使用の例である。
102）ruː=nu	 ʃikutʃeː	 ruː=ʃeːni	 ʃiri
自分の	 仕事は	 自分で	 しろ。
　「自分のもの」は、ruːgaʃiかruːnugaʃiが予想されたが、ruːnuʃiという形しか得られてい
ない。
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103）ruː=nu-ʃi	 tʃikeːjuʃi=ru	 maʃi=ruwa
自分のを	 使うほうが	 ましだよ。
９．疑問代名詞
　鳥島方言の疑問代名詞は、taiである。下の図でその文法的機能を示す。
表12　疑問代名詞taiの文法的機能
助詞 単数形 複数形
主格 ga taiga tattaː
属格 − taː tattaː
与格（相手） Nkeː/keː taiNkeː tattaːNkeː
共格 tu taitu tattaːtu
対格 − tai tattaː
　taiには、ta-という語根があるようである。属格で用いられるばあい、最小２モーラ制約
の影響で調音化し、taːになる。taːは、主格助詞gaがつく語幹としても機能するが、複数接
辞taːがつくばあいは、tattaːになるのが特徴的である。
104）tai=Nkeː	 ijattai	baː=ja?
誰に	 言われたのか？
105）unu	 ʃikutʃeː	 tai=ni	 ʃimitai	baː=ja?
その	 仕事は、	 誰に	 させたのか？
106）taː=ga=ga	 maʃi=geː	 waːjaN
誰が	 ましか	 分からない。
107）tai	 juraN=no?
誰を	 呼んだか？
108）tattaː	 jurai	baː=ja?
誰々を	 呼んだのか？
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10．指示表現
　日本語記述文法研究会（2009：20）の定義によると、指示表現は、「単独の名詞として、
あるいはほかの名詞や用言を修飾するなどして指示の働きを果たす形式である」とのこと
である。鳥島方言の指示表現は、日本語のコ系、ソ系、ア系に相当する３つの種類に分け
られる。日本語のド系に相当する疑問詞もある。
表13　	鳥島方言の指示表現。（　）に入っている形式は、予想されているが、調査では、
出にくい形式である。
指示表現 疑問詞
コ系相当 ソ系相当 ア系相当
もの・概念（これ） ɸui ui ai dʒui/nuː
名詞修飾（この） ɸunu unu anu nuː
場所（ここ） ɸuma ʔma ama maː
属性（このような） ɸugaguːnu （ugaguːnu） agaguːnu tʃaː-sui
程度（このぐらい） ɸussa ussa （assa） tʃasaki
程度（こんなに） haN aN tʃaː/tʃasaki
属性（このような） haNsui aNsui tʃaː-sui
方法（こう・こうやって） haNʃi aNʃi tʃaː/tʃaː-ʃi
　上の図は、鳥島方言の指示表現をしめしている。ɸui類、ɸunu類、ɸuma類、ɸugaguːnu
類、ɸussa類には、日本語と同様、三型体系あるのに対し、haN「こんなに」とaN「そん
なに・あんなに」を含まれる指示表現には、二型体系である。
　疑問詞dʒuiがもの・概念をあらわす機能（どれ）になる。
109）kwaːʃeː	 taːtʃi	 aʃiga	 dʒui=ga	 maːsaN=no?
お菓子は	 ２つ	 あるけど、	 どれが	 おいしいか？
　疑問詞nuːは、もの・概念をあらわす機能もあり、名詞修飾の機能もある。次の用例では、
nuːがもの・概念をあらわしている。
110）nuː	 hoːtaN=no?
何を	 買ったか？
　次の用例では、nuːが名詞を修飾し、「どの」という意味で用いられている。
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111）nuː	 <hoN>	 hoːtaN=no?
どの	 本を	 買ったか？
　haN「こんなに」は、程度をあらわす指示表現である。
112）haN	 hiːsa=kai	 juːiNsoːjuN=tʃi	 reːN=no?
こんなに	 はやくから	 お休みになるつもり	 なのか？
　tʃasaki「どのぐらい」は、程度をあらわす疑問詞である。
113）utʃinaːgutʃeː	 tʃasaki	 waːjuN=no?
沖縄語は、	 どのぐらい	 分かるか？
　属性をあらわす疑問詞は、tʃaː-suiである。これは、方法の疑問詞tʃaːにsuN「する」の連
体形suiがついた形である。
114）tʃaː-sui	 muN	 ɸusaN=na?
どのような	 もの	 欲しいか？
　属性をあらわす指示表現haN-sui「このような」は、単独で程度をあらわすhaN「こんな
に」にsuN「する」の連体形suiがついた形である。次の用例は、haN-suiの用法の例である。
115）haN-sui	 muN	 ɸusaN=ruwa
このような	 もの	 欲しいよ。
　ɸugaguːnu「このような」は、もう１つの属性をあらわす指示表現であるが、haN-suiと
どうことなるかは、今後の課題とされたい。次の用例は、ɸugaguːnuの用法の例である。
116）ɸugaguːnu	 jaː=ja	 hadʒimiti	 mitʃasaː
このような	 家は	 はじめて	 見たわ。
　aNʃi「そう」は、方法をあらわす指示表現である。単独で程度をあらわすaNにsuN「する」
の中止形ʃiがついた形である。
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117）aNʃi	 ʃiN	 saNtiN	 ʔwaː	 katti=joː
そう	 しても	 しなくても	 お前の	 勝手だよ。
　方法をあらわす疑問詞tʃaː-ʃi「どう・どのように」は、方法の疑問詞tʃaːにsuN「する」
の中止形ʃiがついた形である。次の用例は、tʃaː-ʃiの用例である。
118）jamatugutʃeː	 tʃaː-ʃi	 ubitaN=no?
日本語は、	 どのように	 覚えたか
11．疑問詞
　疑問詞疑問文は、その命題の中に不明な情報が含まれていることをあらわす疑問文であ
り、不明な情報を疑問詞であらわす。疑問詞の一部については、前述した。上記以外の疑
問詞は、次の図でしめす。
表14　鳥島方言の疑問詞
日本語 鳥島方言
もの・出来事 なに nuː
時 いつ itʃi
原因・理由 なぜ、なんで、どうして nuːwa
事態 どう tʃaː
場所 どこ maː
　不定代名詞（何か、いつか、どうにか、どこか、誰かなど）の作り方も特徴的である。
北琉球諸語の多くの言語においては、-garaか-kaのような要素が疑問詞につき、不定代名
詞になるが、鳥島方言においては、人をあらわす疑問詞taiのみに-geːという接辞がつき、
taigeː「誰か」になる。
119）tai-geː	 tʃaʃi=joː
誰か	 来たんだよ。
　ほかの疑問詞には、-geːがつかず、コピュラの譲歩形jatiN（日本語のデアッテモに相当
する形式）が疑問詞か、疑問詞が主要部になる名詞句につく。次のとおりである。
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120）maː=naː=jatiN	 aN=joː
どこかに	 ある。
121）nuː=jatiN	 ai=ru	sutaN=na?
何か	 あったのか？
122）tʃaː=jatiN	 saNdeː	najaN=jaː
どうにか	 しなければならないね。
まとめ
　本稿では、北琉球硫黄鳥島方言における代名詞の体系についておこなった。確認された
点のうちには、次の点が特徴的である。１）鳥島方言には、a-系が一人称単数代名詞にし
か用いられず、wa-系が一人称双数代名詞と一人称複数代名詞にしかもちいられない。そ
れぞれは、統合的な役割やつく助詞により語形変化をとらえる。２）鳥島方言には、純粋
な双数形代名詞が存在する。これらは、ただ人称代名詞語根に「２人」という数詞がつい
た形でなく、人称代名詞語根+双数形専用接辞-tteːである。３）waN「私たち」とuː「あな
たたち」という形式には、〈複数〉をあらわす要素が入っていない。これは、北琉球諸語
のなかで鳥島方言にしかない特徴である。
　次の表は、北琉球諸語のうちの９つの言語の人称代名詞体系のwa系、ore系、三人称の
na系、are系に属する形式を示している。鳥島方言の代名詞体系は、沖縄とその離島で話
されている言語より奄美群島で話されている言語のそれと共通点が多いことが分かる。奄
美群島の諸言語の共通点は、①双数形専用形式があること、②wa系、ore系の複数系が-kja
系接辞による形式であること、③三人称のna-系形式の存在である。
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表15　	北琉球諸語に属する９つの言語の人称代名詞の体系。（　）に入っている形式は、
双数形式であるが、人称代名詞語根に「２人」という数詞がついた形式である4。
１単数 １双数 １複数 ２単数 ２双数 ２複数 ３単数 ３双数 ３複数３単数３複数
wa系 ore系 na系 are系
硫黄鳥島 − watteː waːsa uwaː utteː uːsa − naːtteː naːsa ai attaː
久米島謝名堂 wanu − wattaː jaː − ittaː − − − ari attaː
沖縄首里 waN − wattaː ʔjaː − ittaː − − − ari attaː
沖縄奥 waN − wasaː ura − uriː − − − ari attaː
与論麦屋 wanu （wattai） waːtʃa ura （urattai）uratʃa naː （nattai）naːtʃa ari antaː
沖永良部正名 wanu watte wakja ura utte ukja naːni natte nakja ari aNta
奄美湯湾 waN wattəː waːkja ura uttəː urakja − nattəː − arɨ attaː
奄美浦 waN （wattari）wakja ʔjaː （ʔjattari）ʔjakja − − − arɨ atta
喜界上嘉鉄 waN （wattari）waNnaː
除外
watʃaː
包括
da （dattari）daNnaː 有5 ? ? ari aNnaː
　鳥島方言における二人称敬称naːは、北琉球諸語であまねく見られるna-系に属するが、
その複数形のnittaːは、上の表で示されている形式より沖縄的であることが特徴的である。
複数形が接辞taːによる形式であることは、沖縄とその離島と沖永良部で広く見られる現象
であるが、人称敬称代名詞語根na-の母音が/i/に代わるのは、沖縄でしか見られない現象
であるようである。上にも述べたように、これが二人称卑称複数代名詞ittaːとの類推であ
ることから、nittaːが沖縄語から借用した形式であることが分かる。
4　	与論麦屋は、菊　千代；高橋俊三（2005）、奄美湯湾は、Niinaga	Yuuto（2014）、奄美浦と喜界上嘉鉄は、
重野裕美；白田理人（2016）から。
5　	岩倉（1941：191）によれば、喜界島方言において、三人称のnaːは尊敬語として用いられていた。しか
しながら、最近の現地調査の結果では、喜界島の諸方言のうち、少なくとも志戸桶集落／小野津集
落／上嘉鉄集落の各方言においては、現在では語幹naːを含む語形は二人称（敬称）にのみ用いられ、
三人称には用いられていない（白田理人p.c.、ただし、岩倉（1941）は出身地である阿伝集落の語彙を
中心として取り上げているため、島内の方言差の可能性も否めない）。
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表16　北琉球諸語に属する９つの言語におけるna系二人称敬称代名詞の形式。
２単数 ２双数 ２複数
硫黄鳥島 naː − nittaː
久米島比屋定 naː − nattaː
沖縄首里（百姓） naː − nittaː
沖縄奥 naː − nattaː
与論麦屋 − − −
沖永良部正名 nata （nata-tatokoro） natata
奄美湯湾 naː nattəː naːkja
奄美浦 naN nattari nakja
喜界上嘉鉄 naːmi （natta-toːru） naːtʃaː
　指示表現のhaN類を北琉球語群の諸言語と比較すると、表17のとおりになる。
表17　	北琉球語群に属する９つの言語における指示表現の体系。鳥島方言では、haN類は、
程度をあらわすが、ほかの言語では、それに相当する表現は、日本語の「そう」に
相当する〈方法〉をあらわす 6。
コ ソ ア
硫黄鳥島 haN aN
久米島謝名堂 kaN aN
沖縄首里 kaN aN
沖縄奥 haN aN
与論麦屋 haN gaN aN
沖永良部正名 haN gaN agaN
奄美湯湾 kaN gaN agaN
奄美名瀬 kaʃi ugaʃi agaʃi
喜界小野津 haʃʃi aʃʃi
　上の表で示しているように、鳥島方言のhaN類の指示表現は、沖縄に属する諸言語と喜
界語と同じく二型体系である。
　明らかでない点としては、一人称複数代名詞のwaNとwaːsaの使い分けと二人称複数代
名詞のuːとuːsaの使い分けがある。面接調査では、それらの用法の相違点に関して情報が
6　奄美名瀬の資料は、寺師（1985）、喜界小野津は、白田（2013）から。
表15　	北琉球諸語に属する９つの言語の人称代名詞の体系。（　）に入っている形式は、
双数形式であるが、人称代名詞語根に「２人」という数詞がついた形式である4。
１単数 １双数 １複数 ２単数 ２双数 ２複数 ３単数 ３双数 ３複数３単数３複数
wa系 ore系 na系 are系
硫黄鳥島 − watteː waːsa uwaː utteː uːsa − naːtteː naːsa ai attaː
久米島謝名堂 wanu − wattaː jaː − ittaː − − − ari attaː
沖縄首里 waN − wattaː ʔjaː − ittaː − − − ari attaː
沖縄奥 waN − wasaː ura − uriː − − − ari attaː
与論麦屋 wanu （wattai） waːtʃa ura （urattai）uratʃa naː （nattai）naːtʃa ari antaː
沖永良部正名 wanu watte wakja ura utte ukja naːni natte nakja ari aNta
奄美湯湾 waN wattəː waːkja ura uttəː urakja − nattəː − arɨ attaː
奄美浦 waN （wattari）wakja ʔjaː （ʔjattari）ʔjakja − − − arɨ atta
喜界上嘉鉄 waN （wattari）waNnaː
除外
watʃaː
包括
da （dattari）daNnaː 有5 ? ? ari aNnaː
　鳥島方言における二人称敬称naːは、北琉球諸語であまねく見られるna-系に属するが、
その複数形のnittaːは、上の表で示されている形式より沖縄的であることが特徴的である。
複数形が接辞taːによる形式であることは、沖縄とその離島と沖永良部で広く見られる現象
であるが、人称敬称代名詞語根na-の母音が/i/に代わるのは、沖縄でしか見られない現象
であるようである。上にも述べたように、これが二人称卑称複数代名詞ittaːとの類推であ
ることから、nittaːが沖縄語から借用した形式であることが分かる。
4　	与論麦屋は、菊　千代；高橋俊三（2005）、奄美湯湾は、Niinaga	Yuuto（2014）、奄美浦と喜界上嘉鉄は、
重野裕美；白田理人（2016）から。
5　	岩倉（1941：191）によれば、喜界島方言において、三人称のnaːは尊敬語として用いられていた。しか
しながら、最近の現地調査の結果では、喜界島の諸方言のうち、少なくとも志戸桶集落／小野津集
落／上嘉鉄集落の各方言においては、現在では語幹naːを含む語形は二人称（敬称）にのみ用いられ、
三人称には用いられていない（白田理人p.c.、ただし、岩倉（1941）は出身地である阿伝集落の語彙を
中心として取り上げているため、島内の方言差の可能性も否めない）。
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得にくかったが、自然談話をとり、その分析によって何らかの使い分けの詳細が分かって
くる可能性がある。
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